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かしオンラインの選択肢もある方が日本の医療全体

にとってプラスだ。新しい医療の形を
世の中に提案したい」と語る。

　事業の原型となるアイデアを考え始めたのは10
年ほど前。帝京大学薬学部を卒業し、外資系製薬
企業２社でＭＲとしてキャリアを計10年ほど積ん
だ頃だ。当時、臓器移植に用いる免疫抑制剤の販
売に携わっていた石井さん。遠方から移植手術を受
けに来た患者が、必ずしも高度な専門性を必要とし
ない医療行為を受けるために回復後も担当医の診
察を受けに遠くから通い続ける姿を見て疑問に感
じた。
　「高い専門性を持つ医師の時間が、別の医師でも
対応できるケアのために使われていた」と振り返る。
通常時には地元の医療機関で診察などを受けてもら
い、緊急時や必要な時だけ担当医が介入すれば足り
るケースもある。テクノロジーを活用した解決法を
当時から医師と議論していた。
　11年に関西学院大学大学院に進学。社会人とし
て働きながら、医師の業務配分の適正化、患者自身
の行動変容を医療課題に設定して研究論文を書き上
げ、経営学修士号（ＭＢＡ）を取得した。
　課題解決に向け、大学院を卒業した13年に製薬
企業を退職して最初の会社を設立。医療機関のマー
ケティングやデジタル投資を支援した。手応えもあ
ったが「支援先の医療機関の課題を解決できても、
世の中全体の課題を全く解決できなかった。拡張性
がなかった」という。
　転機が訪れたのは15年８月。遠隔診療の規制を
緩和する厚生労働省の事務連絡を見てひらめいた。
　「１人でカバーできる医療機関は限られている。
しかし遠隔診療を活用して課題解決の取り組みを指

数関数的に広げられるかもしれない」
　翌日には同じ薬剤師で友人の渡部弘
一さんに連絡。医薬品卸の勤務経験を
持つ渡部さんの知見も事業構想に採り
入れ、16年に共同で前身のネクスト
イノベーションを立ち上げた。
　最初に始めたのは、薄毛やＥＤの治
療薬を自由診療で処方するオンライン
サービス。当初からピルを視野に入れ
ていたが、購入者の女性の気持ちを理
解できず、マーケティングに苦しむと予想。まずは
自分たちと同じ性別の男性向けにサービスを提供
し、ビジネスモデル自体の実証に専念しようと考え
た。ユーザーからの評価、事業継続性などを確認し、
設立から２年後の18年に本命のピル市場に打って
出た。
　ピルの国内市場は医薬品ベースで約370億円規
模。石井さんらが参入した時には200億円ほどだっ
たが、月経痛に対する理解の広がりなどを受けてこ

こ数年でほぼ２倍の市場規模に成長した。
　このうちネクイノは物量ベースで４～５％のトッ
プシェアを握っているという。70～80軒の医療機
関と提携する集合体であるため、数値の面では単独
の医療機関を圧倒している。
　設立当初、オンライン診療の事業に理解を得るこ
とに苦労したが、21年には資金調達額も累計35億
円を超えた。従業員も100人を超え拡大を続けてい
る。

　ただ、石井さんは「薬を売りたいわけじゃない。
目的は医療課題の解決だ」と強調する。
　次の課題は予防医療。公的保険制度の枠組みには
健康を維持し続けた人に対するインセンティブはな
く、予防の意識を持ちにくい。しかし、女性特有の
疾患には早期発見や早期介入で予防できる病気が少
なくない。「病気にならないためのアクションにイ

ンセンティブを提供する
仕組みを今後10年でつ
くりたい」と語る。
　健康に関する情報を一
元管理するパーソナルヘ
ルスレコード（ＰＨＲ）
の仕組みを活用。オンラ
イン診療のデータやライ
フログを収集、分析して、
疾患のリスク要因となる
行動を特定し、その行動
を回避した人に何らかの
報酬を与えるという構想
だ。

　今後５年ほどをかけてデータ利活用の基盤をつく
る計画。基盤構築に向けてＮＴＴコミュニケーショ
ンズなどとも提携した。生命保険会社などと協力し
て新しい保険商品の開発などにつなげる。保険会社
にとっても病気になる人を減らすことで保険金や給
付金の支払いを減らせるメリットがある。
　こうした医療ＤＸの足掛かりとなるのがスマルナ
だ。「医療ＤＸを進めるうえでも、まずは世の中に
何かを提案しなければならない。その最初がピル処
方のオンライン診療サービスだった」と説明する。
スマルナユーザーのニーズに応えるサービス開発も
続けるが、あくまで医療ＤＸを最終目標としている。
　会社のミッションに掲げたのは「世界中の医療空
間と体験を再定義する」。発展が見込まれる人工知
能やバーチャル技術などを駆使して、医療者と患者
の双方に負担の少ないオンライン診療のあり方を提
示し続ける考えだ。
　「バイタルデータをリアルタイムに測定できない
などオンライン診療ではできないこともまだある。
テクノロジーを活用した課題解決を今後も進めた
い」と語る。

医療資源の配分に疑問抱く
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ネクイノの考える未来のオンライン診療の姿
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